
入学試験 長期履修学生制度

入学試験・学費概要

試 験 科目 合 否 判 定の基 準 及び方 法

試 験日程

第1期試験
令和8年
11月7日(土)

～令和8年
10月21日(水)

試験日 事前相談 出願期間 合格発表 入学手続期間

令和8年10月15日(木)
～10月28日(水)〈必着〉

令和8年
11月18日(水) 15時

令和8年11月18日(水)
～11月30日(月)

第2期試験
令和9年
2月7日(日)

～令和9年
1月22日(金)

令和9年1月14日(木)
～1月27日(水)〈必着〉

令和9年
2月17日(水) 15時

令和9年2月17日(水)
～2月26日(金)

第3期試験
令和9年
3月6日(土)

～令和9年
2月17日(水)

令和9年2月18日(木)
～2月24日(水)〈必着〉

令和9年
3月12日(金) 15時

令和9年3月12日(金)
～3月19日(金)

単位：円

項目
令和9年度（1年次） 令和10年度（2年次）

入学手続時の納入金額 2回目（9月） 2年次の納入金額

入学金 ① 200,000

授業料 322,500 322,500 ② 645,000

施設設備資金 75,000 75,000 ② 150,000

小計 597,500 397,500 795,000
校友会費（準会員） 10,000 10,000
校友会費 10,000

年間合計 1,005,000 815,000

①日本大学の卒業者（本研究科修了者を含む）は入学金が免除。　②2年次以降の納入金は2回（4月・9月）に分納。
　※授業料・施設設備資金には，スクーリング受講料等を含みます。

①小論文

②口述試験

学費

各種奨学金

１年間に16 単位まで（特別研究を含めない）履修上限

長期履修学生も奨学金（※古田奨学金，ロバート・F・ケネディ奨学金，坂東奨学金）の対象になります。奨学金

３年次の６月末日論文題目
の届出

１年次～３年次に各２単位相当分特別研究

面接試問終了後論文の提出

申請要領
（１）提出資料 ① 長期履修学生制度申請書（原本） ※捺印必須　② 在職証明書（原本）
（２）提 出 先 日本大学通信教育部教務課
（３）提出期間 開講式から起算して概ね10日後を締切日とする。
（４）履修計画 開講式時に指導教員と履修計画含めて相談すること

長期履修
学生の
取消し

長期履修学生として認められた場合の授業料等の納付については，
標準修業年限で納付する総額を上記修業年限で納付することとする。

職業を有し，標準修業年限を超えて計画的に教育課程を履修し修了することを希望する学生を対象とします。

標準２年の修業年限を３年とします。なお，在籍期間は４年を超えることはできません。修業年限

対象者

学 費

《長期履修学生授業料等納付金　博士前期課程》 単位：円

在学年数 項目 １年目 2年目 3年目 合計

３年

学期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
授業料 322,500 107,500 215,000 215,000 215,000 215,000 1,290,000
施設設備
資金 75,000 25,000 50,000 50,000 50,000 50,000 300,000

校友会費
（準会員） 10,000 10,000 10,000 30,000

校友会費
（正会員） 10,000 10,000

小計 407,500 132,500 275,000 265,000 275,000 275,000 1,630,000
入学金 200,000 200,000
合計 607,500 132,500 275,000 265,000 275,000 275,000 1,830,000

※日本大学の卒業者（本研究科修了者含む）は入学金が免除。

職業を有している等の事情により，学修時間の確保が困難である学生のために，
長期履修学生制度を導入しました。これにより，個人の事情に応じて学修計画に合わせた履修が可能となります。

博 士 前 期 課 程

長期履修学生として許可された者から，相当の理由を記載した願い出があった場合には，入学初年度２月末日までに取り
消しを願い出し，３月開催の本研究科分科委員会の議を経て，長期履修学生を１度だけ取り消すことができる。取消しが
認められた場合は２年次に２年目・３年目の授業料等を納付することとする。

本学独自の奨学金制度
本学では，学業成績・人物ともに優秀な2学年以上の学生を対象に，以下の奨学金制度を設けています。
○日本大学古田奨学金（給付）　○日本大学ロバート・F・ケネディ奨学金（給付）　○日本大学大学院総合社会情報研究科坂東奨学金（給付）

その他　学外奨学金
○日本学生支援機構奨学金（貸与）　○地方公共団体・民間団体の奨学金　等

※本研究科に入学を志願する方で障がい等があり，入学試験における受験上の配慮を必要とする場合は，各入学試験日の2か月前までに，教務課まで
　ご相談ください。（裏表紙参照）

小論文及び口述試験に，それぞれ合格最低基準を定める。

小論文及び口述試験の結果を総合的に評価して，合否判定を行う。
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